
授業種類 履修区分 履修時期

単位数 担当教員

1

2

3

4

経営学と商学、経済学の違い

履修上の

留意点
財務やファイナンスの単元では電卓（簿記用電卓と関数電卓）を机上において履修して下さい。

教科書　　　

参考書

戦略的コーポレートファイナンス（日経文庫）中野誠：後期使用　前期は教員の講義用ノートより。よってノートを丹念

にとること。

経済資源⑪カネ　ファイナンスの基礎

経済資源⑫カネ　ファイナンスの基礎

前期のまとめ

資本市場とファイナンス（１１）

資本市場とファイナンス（１２）

資本市場とファイナンス（１０）

成績評価 前期と後期の定期試験の素点と課題（宿題）の提出状況、小テストの素点から総合評価します

資本市場とファイナンス（４）

資本市場とファイナンス（５）

資本市場とファイナンス（６）

資本市場とファイナンス（７）

資本市場とファイナンス（８）

資本市場とファイナンス（９）

後期試験前期試験

経営資源⑤カネ　企業財務の基礎

必修

酒井智昭

通年

令和6年度　シラバス兼授業計画書

科目名学科名 経営学未来創造IT学科

２単位

講義

《学習の到達目標》

IT学科や文化芸術学科の生徒さんを対象に経営学を平易に解説していきます。前期では導入として教科書を使用

しないで経営資源、とりわけ「ヒト」「モノ」「カネ」について、企業経営におけるそれぞれの重要性を認識していただく

ことから始めて、導入的内容が終了したら教科書の進度に沿って授業を進めます。教科書は既述の経営資源内の

「カネ」に焦点が充てられていますので、導入学習では会計やファイナンスの初歩的内容の理解が不可欠です。とこ

ろどころ数学の知識も求められることがありますが、丁寧な復習指導を心がけますので安心して授業に臨んで下さ

い。授業展開においては履修者は専門外の生徒であることを念頭において進めていきます。
授

業

内

容

《授業概要》

ガイダンス：経営学とは

資本市場とファイナンス（３）

中学校や高等学校で必要性を理解しないで学んできた数学の実社会での活用が理解できる

企業経営の基礎を理解することが出来る

財務データの読み方を身に着けることができる

企業会計の基本が理解できる

CEO論　以降教科書使用

ペイアウトと成長投資

M＆Aの基礎知識

資本市場とファイナンス（１）

資本市場とファイナンス（２）

前期 後期

授業計画

4月

5月

経営資源①ヒト　ES

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

経営資源⑥カネ　企業財務の基礎

経営資源⑦カネ　企業財務の基礎

経済資源⑧カネ　ファイナンスの基礎

経済資源⑨カネ　ファイナンスの基礎

経済資源⑩カネ　ファイナンスの基礎

経営資源②ヒト　エンカウンター

経営資源③モノ　価値、付加価値、使用価値

経営資源④モノ　サービス論


